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民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は 

民
生
委
員
法
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の
地
方
公
務

員
で
、
児
童
福
祉
法
に
定
め
ら
れ
た
児
童

委
員
を
兼
ね
て
い
ま
す
。
給
与
の
支
給
は

な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。（
必
要
な
経
費
の
一
部
は
活
動
費

と
し
て
市
町
村
か
ら
支
弁
さ
れ
ま
す
。
） 

国
民
全
て
が
相
談
や
支
援
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
全
国
で
約
２３
万
人
、
福
岡
県
内

で
は
約
９
千
２
百
人
の
民
生
委
員
が
各
市

町
村
で
活
動
し
て
い
ま
す
。 

主
な
活
動
内
容
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
、
地
域
住
民
の
様
々
な
相
談
に
応

じ
、
専
門
機
関
に
つ
な
い
だ
り
、
支
援
に

必
要
な
情
報
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
安

否
確
認
や
訪
問
活
動
、
児
童
登
下
校
時
の

見
守
り
を
行
う
な
ど
、
地
域
の
中
の
身
近
な

相
談
相
手
、
見
守
り
役
と
し
て
、
地
域
の
安

心
安
全
を
支
え
て
い
ま
す
。 

主
任
児
童
委
員
と
は 

 

主
任
児
童
委
員
は
、
子
ど
も
や
子
育
て

に
関
す
る
支
援
を
専
門
に
担
当
す
る
民
生

委
員
で
す
。
子
育
て
を
社
会
全
体
で
支
え

る
「
健
や
か
に
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
環

境
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
に
、
平
成
６

年
１
月
に
制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
に
お
い
て
担
当
区

域
を
持
た
ず
、
区
域
担
当
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
連
携
し
な
が
ら
子
育
て
支
援

や
児
童
健
全
育
成
な
ど
に
取
り
組
み
、
地

域
ぐ
る
み
で
子
育
て
を
進
め
る
た
め
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

全
国
で
約
２
万
３
千
人
、
福
岡
県
内
で

は
約
９
７
０
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は 

守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
、
職
務
上

知
り
得
た
秘
密
を
守
る
守
秘
義
務
が
あ
る

の
で
、
誰
で
も
安
心
し
て
相
談
で
き
ま
す
。

（
民
生
委
員
法
第
15
条
に
規
定
） 

        

民
生
委
員
児
童
委
員
マ
ー
ク 

民
生
委
員
児
童
委
員
マ
ー
ク
は
、
昭
和

３５
年
に
公
募
で
選
ば
れ
ま
し
た
。 

委
員
徽
章
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ

の
マ
ー
ク
は
、
幸
せ
の
め
ば
え
を
示
す
四

つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
を
バ
ッ
ク
に
、
民
生

委
員
の
「
み
」
の
文
字
と
児
童
委
員
を
示

す
「
双
葉
」
を
組
み
合
わ
せ
、
平
和
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
鳩
を
か
た
ど
る
こ
と
で
、

愛
情
と
奉
仕
の
心
を
表
し
て
い
ま
す
。 

      

  

活
動
内
容 

１ 

地
域
住
民
か
ら
の
相
談
へ
の
対
応 

高
齢
者
や
障
害
者
、
子
育
て
世
帯
な
ど
、

地
域
住
民
か
ら
の
生
活
上
の
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
応
じ
ま
す
。
そ
の
内
容
に
よ
っ
て

行
政
に
よ
る
支
援
に
つ
な
い
だ
り
、
適
切

な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
す
る
な
ど
、
課

題
解
決
に
協
力
し
て
い
ま
す
。 

 

集特 

⺠⽣委員制度は、平成２９年５⽉１２⽇に制度創設１００周年を迎えました。 
⼤正６年に岡⼭県で創設された「済世顧問制度」がその源となり、⽇本独⾃の地縁を中⼼とした地域の共同体におけ

る助け合いの仕組が１００年前から存在しています。法律で定められた全国的な福祉のボランティアは、世界的にも稀
有であり、⽇本の誇れる制度です。本号では、⺠⽣委員の役割や歴史、１００周年の取組について紹介します。 
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民生委員児童委員信条 

一、わたくしたちは 

隣人愛をもって 

社会福祉の増進に 

努めます 

一、わたくしたちは 

常に地域社会の実情を 

把握することに 

努めます 

一、わたくしたちは 

誠意をもってあらゆる 

生活上の相談に応じ 

自立の援助に努めます 

一、わたくしたちは 

すべての人々と協力し 

明朗で健全な地域社会 

づくりに努めます 

一、わたくしたちは 

常に公正を旨とし 

人格と識見の向上に 

努めます 

２ 
高
齢
者
や
障
害
者
世
帯
等
の 

訪
問
、
見
守
り 

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
の

み
の
世
帯
、
障
害
者
世
帯
等
を
定
期
的
に

訪
問
し
、
相
談
に
応
じ
た
り
、
犯
罪
被
害

防
止
等
の
見
守
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

３ 

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る
活
動 

子
ど
も
た
ち
が
交
通
事
故
や
犯
罪
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、
登
下
校
時
の
見
守

り
や
声
か
け
、
通
学
路
周
辺
の
パ
ト
ロ
ー

ル
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

             

４ 

行
政
か
ら
の
要
請
に
基
づ
く
調
査 

協
力 

市
区
町
村
行
政
か
ら
の
要
請
に
基
づ
く

高
齢
者
の
状
況
調
査
を
は
じ
め
、
福
祉
事

務
所
や
児
童
相
談
所
な
ど
が
行
う
住
民
へ

の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
わ
る
業
務
に
協

力
し
て
い
ま
す
。 

 

５ 

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
・
子
育 

て
サ
ロ
ン
の
運
営
協
力 

高
齢
者
や
子
育
て
中
の
親
が
地
域
で
孤

立
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
居
場
所
づ
く

り
、
仲
間
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
「
サ
ロ

ン
事
業
」
の
運
営
に
協
力
し
て
い
ま
す
。 

 

６ 

学
校
と
の
連
携 

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
育
ち
を
支
援

す
る
た
め
、
学
校
行
事
へ
の
参
加
や
福
祉

教
育
へ
の
協
力
、
課
題
の
あ
る
家
庭
へ
の

訪
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

７ 

災
害
時
要
援
護
者
の
支
援
態
勢
づ
く
り 

地
域
ご
と
に
設
置
さ
れ
て
い
る
民
児
協

組
織
の
一
員
と
し
て
、
町
内
会
・
自
治
会

等
と
協
力
し
な
が
ら
、
高
齢
者
や
障
害
者

な
ど
の
災
害
時
に
援
護
が
必
要
な
人
た
ち

の
避
難
支
援
態
勢
づ
く
り
の
た
め
に
、
要

援
護
者
台
帳
の
作
成
や
避
難
支
援
者
の
確

保
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

福
岡
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
の
記
念
事
業 

 

民
生
委
員
制
度 

創
設
１００
周
年
記
念
大
会 

           

日
程 

平
成
２９
年
１１
月
６
日
（
月
） 

会
場 

福
岡
国
際
会
議
場 

主
催 

福
岡
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協 

議
会 

福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会 

 第
５６
回
博
多
ど
ん
た
く 

パ
レ
ー
ド
へ
の
参
加 

去
る
５
月
４
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ
た

博
多
ど
ん
た
く
パ
レ
ー
ド
に
、
県
内
で
活

動
す
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
２００
名
が
「
民

生
委
員
制
度
創
設

１００

周
年
記
念 

福
岡

県
・
福
岡
市
民
生
委
員
児
童
委
員
ど
ん
た
く

隊
」
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。 

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
博
多
・
天
神

の
街
中
を
行
進
し
な
が
ら
、
１００
周
年
記
念

の
横
断
幕
を
掲
げ
て
民
生
委
員
活
動
を
元

気
い
っ
ぱ
い
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。 
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民
生
委
員
活
動
に
携
わ
っ
て
３０
年
余
り
、

常
に
地
域
を
見
守
り
続
け
て
き
た
石
橋
会
長
。

 

福
岡
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の

会
長
と
し
て
、
政
令
市
を
除
く
福
岡
県
内
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
を
牽
引
す
る
立

場
か
ら
、
時
代
の
変
遷
と
共
に
変
化
し
続
け

て
き
た
制
度
の
歴
史
や
現
在
の
課
題
、
今
後

の
抱
負
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

             

時
代
と
民
生
委
員
活
動
の
変
遷 

私
が
民
生
委
員
に
な
っ
た
頃
は
、
主
に

身
近
な
相
談
の
相
手
や
声
か
け
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
今
と
変
わ
り
ま
せ
ん

が
、
当
時
は
生
活
保
護
の
方
の
聞
き
取
り

や
意
見
書
の
記
入
、
通
知
書
の
配
達
を
兼

ね
た
見
守
り
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

 

民
生
委
員
法
が
平
成
１２
年
に
改
正
さ
れ
、

そ
の
性
格
が
「
名
誉
職
」
か
ら
「
住
民
の

立
場
に
立
っ
た
相
談
、
援
助
者
」
と
な
っ

て
、
地
域
福
祉
の
担
い
手
と
し
て
ま
す
ま
す

期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
同
時

期
に
国
の
福
祉
の
在
り
方
も
大
き
く
変

わ
っ
て
介
護
保
険
制
度
が
は
じ
ま
り
、
そ

の
後
、
障
害
者
、
子
ど
も
、
生
活
困
窮
者

の
問
題
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
地
域
の
問
題
に

民
生
委
員
が
関
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
子
ど
も
を
巡
る
問
題
は
、
平
成
６
年

に
主
任
児
童
委
員
制
度
が
創
設
さ
れ
た
経

緯
を
見
て
も
、
年
々
大
き
く
な
り
支
援
が

必
要
な
分
野
だ
と
思
い
ま
す
。 

 現
在
直
面
し
て
い
る
課
題 

今
の
民
生
委
員
は
と
て
も
多
忙
だ
と
感

じ
ま
す
。
こ
の
実
態
を
踏
ま
え
た
上
で
、

活
動
環
境
の
整
備
を
し
て
い
か
な
い
と
、
熱

心
な
人
ほ
ど
燃
え
尽
き
て
し
ま
い
ま
す
。

長
く
続
け
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
こ
の

問
題
は
考
え
て
い
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

 

ま
た
、
活
動
の
中
で
、
様
々
な
関
係
機

関
や
主
任
児
童
委
員
と
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
連
携
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
関
係
づ
く
り
、

こ
こ
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
る
べ
き
行
政
と
の
連
携
も
含
め
、

皆
で
考
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
課
題

で
す
。 

今
後
の
抱
負
に
つ
い
て 

住
民
の
皆
さ
ん
が
、
「
安
心
」
「
安
全
」

な
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
お
は
よ
う
」「
こ
ん
に
ち
は
」
と
い
っ
た

言
葉
が
気
軽
に
交
わ
せ
る
よ
う
な
地
域
の

「
輪
（
和
）」
づ
く
り
。
こ
れ
を
、
私
た
ち

民
生
委
員
・
児
童
委
員
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
ぐ
る
み
で
考
え
て
い
く
よ
う
な
地
域

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も

の
問
題
に
も
、
よ
り
重
点
的
に
関
わ
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
他
に
も
老
々
介

護
や
認
知
症
の
方
へ
の
支
援
等
、
色
々
あ

り
ま
す
が
、
皆
で
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

こ
の
活
動
を
通
じ
、
地
域
の
中
で
福
祉

に
関
わ
る
担
い
手
が
ま
だ
ま
だ
少
な
い
と

感
じ
ま
す
。
福
祉
に
興
味
の
あ
る
方
は
大

歓
迎
で
す
の
で
、
是
非
と
も
私
達
と
一
緒

に
活
動
し
ま
し
ょ
う
。 

    

 

民
生
委
員
制
度 

１００
年
間
の
あ
ゆ
み 

（
大
正
６
年
） 

 
 

岡
山
県
済
世
顧
問
設
置
規
程
公
布 

（
大
正
７
年
） 

 
 

大
阪
府
方
面
委
員
規
程
公
布 

（
昭
和
３
年
） 

 
 

方
面
委
員
制
度
が
全
国
に
普
及 

（
昭
和
１１
年
） 

 
 

方
面
委
員
令
公
布 

（
昭
和
２１
年
） 

 
 

 

民
生
委
員
令
公
布 

 
 

（
昭
和
２２
年
） 

 
 

 

児
童
福
祉
法
制
定 

 
 

（
昭
和
２３
年
） 

 
 

 

民
生
委
員
法
公
布 

 
 

（
昭
和
２６
年
） 

 
 

 

「
民
生
委
員
信
条
」
制
定 

 
 

（
昭
和
２８
年
） 

 
 

 

民
生
委
員
法
一
部
改
正 

 
 

（
昭
和
５２
年
） 

 
 

 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
制
定 

 
 

（
平
成
６
年
） 

 
 

 

主
任
児
童
委
員
制
度
創
設 

 
 

（
平
成
１２
年
） 

 
 

 

民
生
委
員
法
改
正 

 
 

（
平
成
１３
年
） 

 
 

 

児
童
福
祉
法
改
正 

※
主
任
児
童
委
員
が
法
律
上
に
明
示 

制
度
創
設
１００
周
年
に
あ
た
っ
て 

福
岡
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会 

石
橋
壯
児 

会
長
（
春
日
市
）

2001   2000  1994  1977  1953  1951  1948  1947  1946  1936  1928  1918  1917 

【
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】 

地
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平
成
29
年
度 

福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会 

事
業
計
画 

ふくおか“きずな”フェスティバル（ステ

ージイベント）の様子 

    

 

 

本
年
度
の
方
針 

近
年
、
経
済
的
困
窮
や
社
会
的
孤
立
等

の
社
会
問
題
が
深
刻
化
す
る
中
、
地
域
に

お
け
る
「
つ
な
が
り
」
、
「
絆
」
の
大
切
さ

が
見
直
さ
れ
、
そ
の
再
構
築
に
向
け
て
、

官
民
一
体
と
な
っ
た
取
組
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。 

一
方
、
国
で
は
、
社
会
保
障
と
税
の
一

体
改
革
、
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
な
ど
、

社
会
・
経
済
全
般
に
わ
た
る
改
革
が
進
め

ら
れ
る
と
と
も
に
、
地
域
共
生
社
会
の
実

現
の
た
め
、
地
域
力
強
化
、
公
的
サ
ー
ビ

ス
改
革
、
専
門
人
材
の
養
成
等
を
中
心
に

検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
本
会
で
は
、
市
区

町
村
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
働
し
、
誰
も

が
社
会
と
関
わ
り
を
持
ち
な
が
ら
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
元
気
な
地
域
づ

く
り
を
推
進
す
る
な
ど
、
地
域
福
祉
活
動

の
充
実
に
努
め
る
。 

特
に
、
本
年
は
、
社
会
福
祉
法
人
の
地

域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
と
し
て
の
ふ

く
お
か
ラ
イ
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
を
市
区

町
村
社
会
福
祉
協
議
会
及
び
社
会
福
祉
法

人
・
施
設
、
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、

推
進
す
る
。 

          

ま
た
、
各
社
会
福
祉
施
設
種
別
協
議
会

と
の
連
携
の
も
と
、
福
祉
分
野
の
慢
性
的

な
人
材
不
足
を
解
消
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
質
を
高
め
る
た
め
、
各
社
会
福
祉
法
人
・

施
設
等
の
経
営
支
援
、
福
祉
分
野
へ
の
就

業
促
進
、
潜
在
有
資
格
者
等
の
再
就
職
支

援
、
人
材
定
着
並
び
に
従
事
者
の
資
質
向

上
の
取
組
を
強
化
す
る
。 

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
被
災
地
支
援
活

動
の
経
験
を
活
か
し
、
日
頃
か
ら
関
係
機

関
・
団
体
と
協
働
し
て
地
域
の
防
災
力
の

向
上
に
努
め
る
。 

現
在
は
、
県
委
託
事
業
の
ほ
と
ん
ど
が

企
画
提
案
公
募
方
式
で
あ
り
、
国
・
県
補

助
事
業
に
つ
い
て
も
大
幅
な
見
直
し
が
行

わ
れ
る
な
ど
、
本
会
を
取
り
巻
く
環
境
が

年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
中
、
組
織
運

営
の
合
理
化
を
進
め
、
地
域
福
祉
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
把
握
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の

実
績
や
関
係
機
関
・
団
体
等
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
県
民
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
先
駆
的
な
取
組
や
事
業
の
一
層
の

充
実
に
努
め
る
。 

 

重
点
的
に
取
り
組
む
事
項 

 

 

地
域
共
生
社
会
を
実
現
す
る
た
め

の
地
域
福
祉
の
推
進 

(

１)

ふ
く
お
か
ラ
イ
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業

の
推
進 

地
域
に
お
け
る
社
会
福
祉
法
人
・
施
設
・

市
区
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
等
の
連
携
を

強
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
活
か
し

た
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
、
生

活
困
窮
者
等
に
対
す
る
相
談
・
支
援
事
業

を
行
う
「
ふ
く
お
か
ラ
イ
フ
レ
ス
キ
ュ
ー

事
業
」
を
実
施
し
、
県
内
の
社
会
福
祉
法

人
が
主
体
的
に
取
り
組
む
「
地
域
に
お
け

る
公
益
的
な
取
組
」
を
推
進
す
る
。 

(

２)

市
区
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連

携
・
支
援 

市
区
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
職
員

を
対
象
と
し
た
階
層
別
研
修
会
を
実
施
す

る
。 ま

た
、
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
、
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
、
新
た
な
地
域

支
援
事
業
へ
の
対
応
等
、
地
域
福
祉
関
連

施
策
の
情
報
収
集
・
提
供
に
努
め
る
と
と

も
に
、
市
区
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
が
中

核
と
な
り
、
社
会
福
祉
法
人
・
施
設
の
関

係
者
と
連
携
・
協
働
し
て
取
り
組
む
地
域

公
益
事
業
を
通
し
て
、
役
職
員
の
資
質
向

上
と
地
域
福
祉
活
動
の
更
な
る
充
実
強
化

に
努
め
る
。 

(

３)

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振
興
と
福
祉

教
育
の
推
進 

市
区
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
機
関
・
団
体
に
対
し
、
情
報

提
供
や
活
動
支
援
を
行
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
振
興
を
図
る
。 

特
に
本
会
が
実
施
し
て
い
る
「
ふ
く
お

か
〝
き
ず
な
〟
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ
の
活
動
助
成
等
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
の
よ
り
一
層
の
充

実
を
図
る
。 

 

さ
ら
に
、
昨
年
度
作
成
し
た
学
校
向
け

福
祉
教
育
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
併
せ
て
、
福

祉
教
育
教
材
「
と
も
に
生
き
る
」
の
積
極

的
な
活
用
を
推
進
す
る
。 

              
(

４)

地
域
に
お
け
る
災
害
時
の
取
組
の
強
化 

関
係
機
関
・
団
体
と
の
一
層
の
連
携
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
県
内
が
被
災
し
た

場
合
に
備
え
、
本
会
と
県
内
市
町
村
社
協

が
協
働
し
た
災
害
支
援
体
制
の
推
進
を
図

る
。 ま

た
、
県
内
市
町
村
社
協
が
行
う
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
・
支
援
の

１ 
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あ
り
方
に
つ
い
て
協
議
・
検
討
を
行
う
。 

(

５)
元
気
な
地
域
づ
く
り
の
推
進 

各
地
域
の
特
性
を
活
か
し
て
取
り
組
ま

れ
て
い
る
住
民
主
体
の
活
動
を
一
層
推
進

し
、
人
と
人
、
人
と
地
域
の
つ
な
が
り
や

絆
を
さ
ら
に
深
め
、
地
域
住
民
や
関
係
機

関
・
団
体
の
協
働
に
よ
る
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
元
気
な
地
域
づ
く
り
を
全
県

域
に
普
及
し
て
い
く
た
め
、
地
域
づ
く
り

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。 

ま
た
、
本
会
が
養
成
研
修
を
行
っ
た
支

え
合
い
マ
ッ
プ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
活

動
を
推
進
す
る
た
め
の
調
査
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
更
な
る
普
及
に
向
け
た
取
組

を
行
う
。 

(

６)

民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
の
支
援 

 

県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
と
の
連

携
を
強
化
し
、
地
域
福
祉
活
動
推
進
の
担

い
手
と
し
て
の
民
生
委
員
児
童
委
員
の
活

動
を
支
援
す
る
。 

ま
た
、
民
生
委
員
制
度
は
、
平
成
２９
年

５
月
に
そ
の
源
で
あ
る
済
世
顧
問
制
度
が

創
設
さ
れ
て
か
ら
１００
周
年
を
迎
え
る
。
こ

れ
を
機
に
全
国
段
階
で
実
施
さ
れ
る
事
業

に
県
民
児
協
と
協
働
し
て
取
り
組
む
と
と

も
に
、
本
県
に
お
い
て
も
、
県
民
児
協
の

「
民
生
委
員
制
度
創
設
１００
周
年
記
念
事

業
企
画
検
討
委
員
会
」
を
中
心
に
企
画
さ

れ
る
、
本
県
独
自
の
記
念
事
業
の
実
施
に

協
力
す
る
。 

 

社
会
福
祉
法
人
・
施
設
の
経
営
支
援

に
関
す
る
取
組 

 

(

１)

ふ
く
お
か
ラ
イ
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業

の
推
進
（
再
掲
） 

「
ふ
く
お
か
ラ
イ
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
」

の
提
唱
団
体
（
社
会
福
祉
施
設
種
別
協
議

会
等
で
構
成
し
、
社
会
福
祉
法
人
経
営
者

協
議
会
と
本
会
は
主
管
団
体
）
と
し
て
、

個
々
の
社
会
福
祉
法
人
で
は
取
り
組
み
づ

ら
い
課
題
の
解
決
に
取
り
組
め
る
体
制
の

構
築
を
進
め
、
各
法
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
規

模
等
に
応
じ
て
協
力
し
合
い
、
効
果
的
に

成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
「
地
域
に

お
け
る
公
益
的
な
取
組
」
へ
の
参
加
の
機

会
を
確
保
す
る
。 

(
２)

社
会
福
祉
法
人
・
施
設
に
対
す
る
研

修
等
の
充
実 

社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
、
高
齢
者
・

障
害
者
福
祉
の
見
通
し
や
報
酬
改
定
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
、
社
会
的
養
護
の
充

実
、
防
災
・
防
犯
対
策
な
ど
社
会
福
祉
法

人
・
施
設
の
経
営
に
影
響
を
及
ぼ
す
情
報

の
収
集
・
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、
時

宜
に
適
し
た
研
修
会
を
実
施
し
、
各
社
会

福
祉
施
設
を
支
援
す
る
。 

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
の
適
正

な
運
営 

(

１)

資
金
貸
付
の
適
正
化 

貸
付
申
請
内
容
の
調
査
を
徹
底
し
、
生

活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
の
適
正
な
運
営
に

努
め
る
。 

ま
た
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に

よ
る
相
談
支
援
と
密
接
な
連
携
を
図
り
、

両
制
度
が
よ
り
効
果
的
、
効
率
的
に
機
能

す
る
よ
う
努
め
る
。 

(

２)

債
権
管
理
の
強
化 

滞
納
世
帯
の
自
宅
訪
問
や
市
区
町
村
社

会
福
祉
協
議
会
へ
の
呼
び
出
し
を
行
い
、

滞
納
債
権
の
回
収
に
努
め
る
。 

さ
ら
に
、
悪
質
な
滞
納
者
に
対
し
て
は

法
的
手
続
（
支
払
督
促
）
を
行
い
、
債
権
管

理
を
強
化
す
る
。 

 

福
祉
・
介
護
分
野
へ
の
就
業
促
進
と

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
の
た
め
の

取
組 

(

１)

福
祉
・
介
護
人
材
確
保
、
定
着
の
た
め

の
事
業
の
充
実 

慢
性
的
な
人
材
不
足
の
解
消
を
目
的
に
、

福
祉
人
材
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
無

料
職
業
紹
介
事
業
や
離
職
介
護
福
祉
士
等

届
出
事
業
の
確
実
か
つ
適
正
な
実
施
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
出
張
相
談
等
に
積
極
的

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
福
祉
の
し
ご
と

就
職
フ
ェ
ア
や
ホ
リ
デ
イ
ガ
イ
ダ
ン
ス
等

を
開
催
す
る
。 

ま
た
、
社
会
福
祉
従
事
者
の
た
め
の
福

利
厚
生
事
業
の
推
進
・
拡
充
に
積
極
的
に

取
り
組
む
。 

さ
ら
に
、
介
護
や
保
育
の
資
格
取
得
を

目
指
す
養
成
施
設
の
学
生
に
対
す
る
修
学

資
金
貸
付
事
業
や
介
護
人
材
・
保
育
士
の

再
就
職
支
援
貸
付
事
業
等
の
適
正
な
運
営

に
努
め
る
。 

(

２)

社
会
福
祉
従
事
者
に
対
す
る
研
修
等

の
充
実 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
資
す
る

と
と
も
に
福
祉
従
事
者
の
定
着
を
促
進
す

る
た
め
、
県
委
託
研
修
事
業
を
は
じ
め
と

す
る
福
祉
従
事
者
を
対
象
と
し
た
各
種
人

材
養
成
研
修
の
充
実
に
努
め
る
。 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
関
係
貸
付
事

業
の
適
正
な
運
営 

児
童
養
護
施
設
退
所
者
等
で
、
安
定
し

た
生
活
基
盤
の
確
保
が
困
難
な
者
な
ど
に

対
す
る
自
立
支
援
資
金
の
貸
付
事
業
や
高

等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
を
活
用
し
て
就

職
に
有
利
な
資
格
取
得
を
目
指
す
ひ
と
り

親
家
庭
の
親
の
自
立
を
促
進
す
る
た
め
の

資
金
貸
付
事
業
の
適
正
な
運
営
に
努
め
る
。

 

 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
利
益
の

保
護
に
関
す
る
取
組 

(

１)

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
充
実 

判
断
能
力
が
不
十
分
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
の
利
益
保
護
を
目
的
と
す
る
本
事

業
に
つ
い
て
、
全
市
町
村
で
の
取
組
を
目

指
し
て
、
事
業
実
施
体
制
の
機
能
の
拡
充

を
図
る
と
と
も
に
、
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム

の
活
用
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
に
努
め
る
。

 
(

２)

福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
解
決
事
業
の
充
実 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
解
決
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
本
会
に
設
置
さ

れ
て
い
る
運
営
適
正
化
委
員
会
の
適
正
な

運
営
に
努
め
る
。 

(

３)

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業
の

推
進 福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に
有
効
な
情
報

を
利
用
者
に
提
供
す
る
と
と
も
に
、
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
に
向
け
た
事
業
者
の
取

組
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
第
三
者
評

２ 

３ 

４ 

５ ６ 
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ねんりんスポーツ・文化祭（バルー

ンアートコーナー）の様子 

価
事
業
の
推
進
に
努
め
る
。 

(

４)
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
外
部
評
価
事

業
の
実
施 

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
の
外
部

評
価
実
施
機
関
と
し
て
、
事
業
者
の
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
を
目
的
と
す
る
外
部
評

価
事
業
の
円
滑
な
実
施
に
努
め
る
。 

 

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
・
健
康

づ
く
り
・
仲
間
づ
く
り
を
進
め
る
事

業
の
推
進 

(

１)

第
１７
回
福
岡
県
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
祭
の
開
催 

こ
れ
ま
で
の
成
果
を
十
分
に
踏
ま
え
、

市
区
町
村
、
市
区
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
、

老
人
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
・
団

体
と
一
層
の
協
働
を
図
り
、
北
九
州
地
域

を
主
会
場
と
し
て
福
岡
県
ね
ん
り
ん
ス
ポ

ー
ツ
・
文
化
祭
を
開
催
す
る
。 

                

(

２)

第
３０
回
全
国
健
康
福
祉
祭
あ
き
た
大

会
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田
２
０
１
７
）
へ

の
選
手
派
遣 

「
第
３０
回
全
国
健
康
福
祉
祭
あ
き
た

大
会
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田
２
０
１
７
）
」

に
多
数
の
選
手
を
派
遣
す
る
。 

 

認
知
症
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解

と
見
守
り
の
推
進 

急
増
す
る
認
知
症
に
つ
い
て
県
民
が
正

し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
方
々
が
地
域
の

中
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、「
認
知
症

に
つ
い
て
考
え
る
つ
ど
い
」
を
開
催
す
る

と
と
も
に
、
認
知
症
疑
似
体
験
や
介
護
講

座
を
通
し
て
、
正
し
い
介
護
方
法
や
接
し

方
・
見
守
り
方
な
ど
の
普
及
・
啓
発
に
取

り
組
む
。 

さ
ら
に
、
地
域
で
見
守
る
「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
」
の
拡
充
を
図
る
た
め
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修
や
そ
の
講
師

（
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
）
を
養
成
す
る
研

修
等
を
開
催
す
る
。 

 

広
報
活
動
の
充
実 

本
会
広
報
誌
「
ふ
く
お
か
の
ふ
く
し
」

に
つ
い
て
は
、
社
会
問
題
・
地
域
課
題
の

多
様
化
を
踏
ま
え
、
単
な
る
情
報
提
供
に

と
ど
ま
ら
な
い
積
極
的
な
課
題
提
起
を
含

め
た
誌
面
づ
く
り
に
努
め
る
。 

ま
た
、
地
域
福
祉
推
進
の
た
め
の
「
社

協
通
信
」
、
障
害
者
福
祉
推
進
の
た
め
の

「
障
害
者
福
祉
情
報
」、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
ふ
く
ふ
く
ネ
ッ
ト
」
の
内
容
充
実
に

努
め
る
。 

 
７ 

８ ９ 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

福岡県社会福祉協議会では、社会福祉施設等に従事されている方々の資質の向上を目的に研修会を開催

しています。階層別研修では、新任職員から管理者までそれぞれの立場に求められる役割を理解し、必要

な能力を身につけるために様々な研修を行います。また、感染症予防研修や処遇記録研修等のテーマ別研

修や認知症に関する研修や介護支援専門員更新研修などを実施します。研修の詳細は各研修開催日２カ月

前を目途に下記ホームページに掲載していく予定です。ホームページから受講したい研修を選択し、開催

要綱で研修内容を確認のうえ申込用紙をダウンロードしてお申込みください。 

福岡県社会福祉協議会 

ホームページ 
福岡県社会福祉協議会 研修課の 

ページから受けたい研修を検索 

ホームページアドレス  http://www.fuku-shakyo.jp/kenshu/ 
※上記へ直接アクセスいただくか、検索サイト（ヤフー、グーグル等）で「福岡県社協」と検索してください。 

  開催要綱をダウンロード 

申込用紙を本会に送付 

【問い合わせ先】 

県民サービス部 研修課 

☎０９２(５８４)３４０１
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赤い羽根共同募金 赤い羽根共同募金

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社会貢献活動を考えている企業や事業所等の皆さんへ 

募金百貨店プロジェクトのご提案 

 福岡県共同募金会では、新たな募金方法のひとつとして「募金百貨店プロジェクト」に取り組

んでいます。 

 この「募金百貨店プロジェクト」は、企業等が提供する商品やサービスを、地域住民等が購入・

利用するごとに、一定の割合で売上の一部を企業等から共同募金会に寄付いただくものです。 

企業等、購入者、共同募金のすべてにメリットがあります！ 

企業等は、既存の商品・サービスで参加でき、社会貢献事業所と

してイメージアップにつながります。（本会ホームページ等で紹介）

また、企業等が共同募金会へ寄付を行う場合は、その金額のすべて

が損金に算入されます。 

購入者は、日常生活の中で負担なく、募金を通じて地域に貢献で

きます。 

共同募金会は、継続的な応援者を増やすことで、安定的に寄付金

を確保し、地域の福祉活動につなげることができます。

 

 

 
共同募金 地 域 

企業等 

さまざまな商品・サービスで取組が可能です！

福岡県内では、これまで９８社に協力いただいています。（平成 29 年 4 月末現在） 

【取組事例の紹介】 

 ・パン屋の場合…食パン１斤につき３円を寄付 

 ・文房具店の場合…ボールペン１本につき１円を寄付 

 ・保険会社の場合…自賠責保険契約１件につき１００円を寄付 

 ・有料老人ホームの場合…毎月の入居者数に応じて１人あたり５００円を寄付 

※この他にもさまざまな取組があります。 
詳しくは福岡県共同募金会ホームページ 
（http://www.fuku-shakyo.jp/kyobo/index.html）をご覧ください。 

まずはお気軽にご相談ください！

福岡県共同募金会では、この募金百貨店プロジェクトの取組拡大を進めています。 

取組にあたっては、企業等と共同募金会の職員が一緒になって企画から覚書の調印、地域住民へ

のＰＲなどを行います。 

 

企画 登録手続き 覚書の調印
商品のＰＲ

販売

共同募金会へ寄付 

【問い合わせ先】 
福岡県共同募金会 
☎０９２（５８４）３３８８ 
E-mail  bokin@fuku-shakyo.jp 

地域の福祉に役立つ 

ふんわり食パン 

  

～共同募金会と企業が協働して取り組む募金のしくみ～ 

もうひとつの社会貢献 

 福岡県共同募金会では、社会貢献できる自動販売機「赤い羽

根自販機」の設置にも取り組んでいます。 

 飲料の売上の一部が自販機業者から共同募金会に寄付され

るもので、設置者への販売手数料や電気代などは一般の自動販

売機と変わらず、新規設置・置き換えは基本無料です。 

 設置後の自販機の管理もすべて自販機業者が行いますので、

気軽に社会貢献が行えます。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜平成２８年度共同募金の使いみち＞
 

１ 一般募金配分総額 
 

・社会福祉施設（15 施設）  
（乳児院、保育所、障害者施設、養護老人ホーム、 

軽費老人ホーム） 
 

・社会福祉団体（25 団体） 
（児童、障害者、高齢者、更生保護団体、福岡県 

社会福祉協議会 等） 
 

・市区町村社会福祉協議会が実施する 

地域福祉事業（66 市区町村） 

 

２ 歳末たすけあい募金配分総額 

 
 

①地域歳末たすけあい募金配分金 

 
 

 ・市区町社会福祉協議会が実施する 

  歳末見舞金事業（20市区町） 
 

 ・市区町社会福祉協議会が実施する 

  地域福祉事業（31 市区町）  

（一般募金（１０月～１２月分）と歳末たすけあい募金） 

平成２８年度の赤い羽根共同募金運動は、県民の皆様に支えられ、無事 

に終えることができました。皆様のご協力に心からお礼申し上げます。 

福岡県では、県民の皆様から寄せられた浄財の約７５％が地域の身近な 

福祉活動に使われています。また、約３％は大規模災害に備え毎年積み立 

てており、地域の支えあいの活動から災害時の支援まで様々な活動に役立 

てられています。 

今後とも「じぶんの町を良くするしくみ」である共同募金への変わらぬ 

ご支援とご協力をよろしくお願いいたします。 

平成２８年度 赤い羽根共同募金運動に 

ご支援・ご協力ありがとうございました！ 

● 一般募金（１０月～１２月分）   634,939,648 円 

● 歳末たすけあい募金（地域）    87,240,521 円 

                 （県域）   15,982,319 円 

※平成 29 年 1 月から 3 月までに実施した「テーマ型募金」等を含む最終実績額は、

７月以降に本会ホームページ等でお知らせします。 

内訳 

平成２８年度 募金実績 738,162,488 円 

②ＮＨＫ歳末たすけあい募金配分金 
 

 ・小規模作業所歳末事業（92 件） 

 ・「在宅介護者の会」活動支援金（47 件） 

   

・児童福祉施設支援金（193 件） 

・更生保護施設入所者見舞金（123 件） 

 
３ 災害等準備金積立金 
 

※大規模災害時に被災地でのボランティア活動の拠点と

なる「災害ボランティアセンター」の設置・運営費として

活用されます。 

 

※募金の使いみちの詳細については、赤い羽根データ

ベース「はねっと」（http://hanett.akaihane.or.jp）

をご覧ください。 

このロゴマークは、平成２９年度に７０

周年を迎える赤い羽根共同募金運動を

アピールするため、平成２８年度から２

年間活用しています。 

525,485,000 円

21,970,000 円

 

26,870,000 円

 

476,645,000 円

（①＋②）100,113,981 円

87,200,981 円

14,020,824 円
 

73,180,157 円

12,913,000 円

2,944,000 円

2,350,000 円

7,250,000 円

369,000 円

22,144,838 円
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社会貢献活動を考えている企業や事業所等の皆さんへ 

募金百貨店プロジェクトのご提案 

 福岡県共同募金会では、新たな募金方法のひとつとして「募金百貨店プロジェクト」に取り組

んでいます。 

 この「募金百貨店プロジェクト」は、企業等が提供する商品やサービスを、地域住民等が購入・

利用するごとに、一定の割合で売上の一部を企業等から共同募金会に寄付いただくものです。 

企業等、購入者、共同募金のすべてにメリットがあります！ 

企業等は、既存の商品・サービスで参加でき、社会貢献事業所と

してイメージアップにつながります。（本会ホームページ等で紹介）

また、企業等が共同募金会へ寄付を行う場合は、その金額のすべて

が損金に算入されます。 

購入者は、日常生活の中で負担なく、募金を通じて地域に貢献で

きます。 

共同募金会は、継続的な応援者を増やすことで、安定的に寄付金

を確保し、地域の福祉活動につなげることができます。

 

 

 
共同募金 地 域 

企業等 

さまざまな商品・サービスで取組が可能です！

福岡県内では、これまで９８社に協力いただいています。（平成 29 年 4 月末現在） 

【取組事例の紹介】 

 ・パン屋の場合…食パン１斤につき３円を寄付 

 ・文房具店の場合…ボールペン１本につき１円を寄付 

 ・保険会社の場合…自賠責保険契約１件につき１００円を寄付 

 ・有料老人ホームの場合…毎月の入居者数に応じて１人あたり５００円を寄付 

※この他にもさまざまな取組があります。 
詳しくは福岡県共同募金会ホームページ 
（http://www.fuku-shakyo.jp/kyobo/index.html）をご覧ください。 

まずはお気軽にご相談ください！

福岡県共同募金会では、この募金百貨店プロジェクトの取組拡大を進めています。 

取組にあたっては、企業等と共同募金会の職員が一緒になって企画から覚書の調印、地域住民へ

のＰＲなどを行います。 

 

企画 登録手続き 覚書の調印
商品のＰＲ

販売

共同募金会へ寄付 

【問い合わせ先】 
福岡県共同募金会 
☎０９２（５８４）３３８８ 
E-mail  bokin@fuku-shakyo.jp 

地域の福祉に役立つ 

ふんわり食パン 

  

～共同募金会と企業が協働して取り組む募金のしくみ～ 

もうひとつの社会貢献 

 福岡県共同募金会では、社会貢献できる自動販売機「赤い羽

根自販機」の設置にも取り組んでいます。 

 飲料の売上の一部が自販機業者から共同募金会に寄付され

るもので、設置者への販売手数料や電気代などは一般の自動販

売機と変わらず、新規設置・置き換えは基本無料です。 

 設置後の自販機の管理もすべて自販機業者が行いますので、

気軽に社会貢献が行えます。 
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このコーナーでは、福岡県内で

ふくしの仕事に携わる人の声を

紹介していきます。

 
 

   

      

 

幅
広
い
見
方
と
知
識
が
必
要 

３
年
前
に
発
足
し
た
「
か
ま
自
立
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
、
生
活
に
窮
す
る
方

へ
の
支
援
を
担
当
を
し
て
い
ま
す
。 

相
談
者
の
「
困
っ
た
」
と
い
う
声
を
聴

き
、
そ
の
人
の
課
題
に
対
応
で
き
る
制
度

に
繋
い
だ
り
、
と
き
に
は
解
決
の
た
め
の

仕
組
み
づ
く
り
な
ど
を
し
て
い
く
の
が
今

の
業
務
で
す
が
、
相
談
の
内
容
は
千
さ
蛮

別
な
の
で
日
々
難
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

も
と
も
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
仕
事
を

し
て
い
た
の
で
す
が
、
今
の
業
務
に
就
い

て
か
ら
、
相
談
を
受
け
る
際
の
視
点
が
よ

り
広
く
深
く
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
と
実 

感
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
相
談
の
き
っ

も
、
そ
こ
に
至
る
背
景
に
は
、
就
労
、
健

康
状
態
、
家
族
関
係
、
そ
の
ほ
か
に
も
様
々

な
要
素
が
絡
み
合
っ
て
い
ま
す
。
で
す
の

で
、
相
談
の
聴
き
方
ひ
と
つ
と
っ
て
も
、

そ
の
人
の
生
活
全
体
を
捉
え
て
、
い
ろ
ん

な
角
度
か
ら
掘
り
下
げ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
対
応
に
も
幅
広

い
知
識
が
必
要
に
な
る
た
め
、
制
度
だ
け

を
知
っ
て
い
て
も
充
分
な
対
応
は
で
き
ま

せ
ん
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
相
談
か
ら
学
ば

せ
て
も
ら
う
こ
と
が
本
当
に
多
く
あ
り
ま

す
。 

           

ひ
と
り
で
頑
張
ら
な
い
こ
と  

 

支
援
を
す
る
際
に
は
、
必
ず
上
司
や

同
僚
に
相
談
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

 

嘉
麻
市
社
協
に
は
、
課
題
解
決
に
向
け

て
、
自
分
な
り
の
見
立
て
は
し
っ
か
り
持

っ
た
う
え
で
職
員
同
士
が
意
見
を
言
い
合

え
る
関
係
が
あ
る
の
で
、
困
っ
た
と
き
は

相
談
で
き
る
、
一
人
じ
ゃ
な
い
、
と
い
う

こ
と
は
い
つ
も
心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。 

   

 困
っ
た
と
き
に
思
い
出
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に 

色
々
な
相
談
に
対
応
す
る
な
か
で
、
社

協
職
員
と
し
て
、
自
分
に
何
が
で
き
る
か

な
、
と
い
う
こ
と
を
よ
く
考
え
ま
す
。
相

談
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
や
、
困
っ

て
い
て
も
支
援
に
繋
が
っ
て
い
な
い
方
が

た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
し
、
私
自

身
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
く
、

力
不
足
を
感
じ
て
い
ま
す
。
課
題
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
自
分
自
身

も
っ
と
成
長
し
て
、「
困
っ
た
と
き
は
小
川

に
相
談
し
よ
う
！
」「
小
川
に
相
談
し
て
よ

か
っ
た
！
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
人
に
な

り
た
い
で
す
。
１
０
０
人
い
れ
ば
１
０
０

人
が
違
う
思
い
や
考
え
を
持
っ
て
い
る
し
、

そ
の
全
部
が
絡
み
合
っ
て
い
る
の
が
地
域

だ
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
も
、
困
り
ご
と

を
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
に
、「
我
が
ご
と
、

丸
ご
と
」
の
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
嘉
麻

市
社
協
の
一
員
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
頑

張
り
ま
す
。 

                 

Vo l .6

このコーナーでは、福岡県内でふくし

の仕事に携わる人の声を紹介してい

きます。 

現
在
担
当
し
て
い
る
業
務
に
つ
い
て 

小川 史佳さん 
 
●おがわ ふみか 
事業所名：社会福祉法人 嘉麻市社会福祉協議会 
所  属：かま自立相談支援センター 主任相談支援員 
経験年数：１３年目 

●嘉麻市の概要 
 福岡県中央部に位置し、多様な生態系を保護する山林や河川流域に広がる生産緑

地など水と緑が豊かな地域。 
人口：40,218 人、高齢化率：35.1％（平成 28 年 4 月 1 日現在） 

 

仕
事
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
？ かま自立相談支援センター 

か
け
は
「
お
金
が
な
い
こ
と
」
で
あ
っ
て 

 

今
後
の
意
気
込
み
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い 

サービス水準の向上を目指して、第三者評価の活用を！ 

平成２９年２月から平成２９年５月の間に結果を公表した社会福祉施設・事業所は次のとおりです。 

◇社会的養護関係施設第三者評価 ９件 
【児童養護施設】甘木山学園（大牟田市）、門司ヶ関学園（北九州市門司区）、嘉麻学園（嘉麻市）、

報恩母の家（岡垣町）、若松児童ホーム（北九州市若松区） 

【母子生活支援施設】かほの森（嘉麻市）、アゼリア・宮田（宮若市）、八幡母子寮（北九州市）、

百道寮（福岡市） 

◇福祉サービス第三者評価 １３件 
【保育所】わかば保育園（福岡市博多区）、福岡市立那珂保育所（福岡市博多区）、アスク東比恵保育園（福

岡市博多区）、本郷保育園（大刀洗町）、入部保育園（福岡市早良区）、田主丸保育所（久留米市）、大堰

保育園（大刀洗町）、鯰田保育園（飯塚市）、中村学園大学付属おひさま保育園（福岡市西区）  

【障害児・者施設】サンハウス（福岡市西区）  

【特別養護老人ホーム】サンガーデン（福岡市西区）、とばた（北九州市門司区） 

【養護老人ホーム】篠原の里（糸島市） 

高齢者・障害者・児童など各福祉サービス（社会的養護関係施設を除く）の第三者評価受審は、義務ではな

く自発的に取り組むことに意義があります。利用者の皆様に安心して質の高い福祉サービスを利用いただくため

に、積極的な受審をお願いいたします。 

評価結果は、下記のＨＰで確認できます。 

・全国社会福祉協議会（全国推進組織）ＨＰ   http://www.shakyo-hyouka.net/ 

・福岡県福祉サービス第三者評価推進機構ＨＰ http://www.fuku-shakyo.jp/hyoka/top.html 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
  
 
 
  
 

㈱ツルハホールディングス様・クラシエホールディングス㈱様から 

高齢者・障害者施設へ車いす寄贈 

株式会社ツルハホールディングス様・クラシエホールディングス株

式会社様から、県内の高齢者・障害者施設など５施設に車いす５台を

寄贈いただきました。去る４月２１日（金）に本会で寄贈式が行われ、

ツルハグループドラッグ＆ファーマシー西日本広島第４店舗兼山口・

九州店舗運営部 部長 白川寿久氏（写真右）から、寄贈先施設を代表

して特別養護老人ホームふるさとホーム施設長 金納理一氏（写真左）

へ贈呈されました。株式会社ツルハホールディングス様ならびにクラ

シエホールディンス株式会社様、ありがとうございました。 

 ふくふくＩｎｆｏ 

福岡県社会福祉協議会のホームページ URL が変わりました 

（旧）http://www.fsw.or.jp/    （新）http://www.fuku-shakyo.jp/ 

 旧 URL にアクセスすると自動的に新しいページに移行しますので、お早めにブックマーク等の変更をお

願いします。 

●受審の申込先 
・福岡県社会福祉士会           ☎ 092-483-2944
・医療・福祉ネットワークせいわ ☎ 0952-41-6522
・北九州シーダブル協会      ☎ 093-582-0294
・福岡県介護福祉士会          ☎ 092-474-7015

●問い合わせ先 

福岡県福祉サービス第三者評価推進機構事務局
・福岡県社会福祉協議会 
施設福祉部 評価推進課 ☎ 092-584-3610 
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幅
広
い
見
方
と
知
識
が
必
要 

３
年
前
に
発
足
し
た
、
「
か
ま
自
立
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
生
活
困
窮
者
支
援

の
担
当
を
し
て
い
ま
す
。 

相
談
者
の
「
困
っ
た
」
と
い
う
声
を
聴

き
、
制
度
も
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
解

決
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
を
し
て
い

く
こ
と
が
、
今
の
業
務
の
難
し
さ
で
あ
り

楽
し
さ
で
も
あ
り
ま
す
。 

も
と
も
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
仕
事
を

し
て
い
た
の
で
す
が
、
今
の
業
務
に
就
い

て
か
ら
、
相
談
を
受
け
る
際
の
視
点
が
よ

り
広
く
深
く
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
と
実

感
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
相
談
の
き
っ

か
け
は
「
お
金
が
な
い
こ
と
」
で
あ
っ
て

も
、
そ
こ
に
至
る
理
由
の
な
か
に
は
、
就

労
、
健
康
状
態
、
家
族
関
係
、
そ
の
ほ
か

い
ろ
ん
な
要
素
が
絡
み
合
っ
て
今
の
本
人

が
お
ら
れ
ま
す
。
で
す
の
で
、
相
談
の
聴

き
方
ひ
と
つ
と
っ
て
も
、
そ
の
人
の
生
活

全
体
を
捉
え
て
、
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
掘

り
下
げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
対
応
に
も
幅
広
い
知
識
が
必
要
に

な
る
た
め
、
偏
っ
た
制
度
だ
け
を
知
っ
て

い
て
も
充
分
な
対
応
は
で
き
ま
せ
ん
。
ひ

と
つ
ひ
と
つ
の
相
談
か
ら
学
ば
せ
て
も
ら

う
こ
と
が
本
当
に
多
く
あ
り
ま
す
。 

           

ひ
と
り
で
頑
張
ら
な
い
こ
と  

 

支
援
を
す
る
際
に
は
、
必
ず
上
司
や

同
僚
に
相
談
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

嘉
麻
市
社
協
に
は
、
課
題
解
決
に
向
け

て
、
自
分
の
見
立
て
は
し
っ
か
り
持
っ
た

う
え
で
職
員
同
士
が
意
見
を
言
い
合
え
る

関
係
が
あ
る
の
で
、
困
っ
た
と
き
は
相
談

で
き
る
、
一
人
じ
ゃ
な
い
、
と
い
う
こ
と

は
い
つ
も
心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。 

    〝
相
談
し
た
い
人
〟
に
な
り
た
い 

社
協
職
員
と
し
て
、
嘉
麻
市
で
暮
ら
す

人
た
ち
の
た
め
に
自
分
に
何
が
で
き
る
か

な
、
と
い
う
こ
と
を
よ
く
考
え
ま
す
。
そ

の
と
き
に
、
ま
ず
は
自
分
が
「
困
っ
た
と

き
は
小
川
に
相
談
し
よ
う
！
」「
小
川
に
相

談
し
て
よ
か
っ
た
！
」
と
思
っ
て
も
ら
え

る
人
に
な
り
た
い
ん
で
す
。
１
０
０
人
い

れ
ば
１
０
０
人
が
違
う
思
い
や
考
え
を
持

っ
て
い
る
し
、
そ
の
全
部
が
絡
み
合
っ
て

い
る
の
が
地
域
の
面
白
い
と
こ
ろ
だ
と
思

い
ま
す
。
私
自
身
も
、
困
り
ご
と
を
ひ
と

り
で
抱
え
込
ま
ず
に
、「
我
が
ご
と
、
丸
ご

と
」
の
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
嘉
麻
市
社

協
の
一
員
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り

ま
す
。 

 

                

Vo l .6

このコーナーでは、福岡県内でふくし

の仕事に携わる人の声を紹介してい

きます。 

現
在
担
当
し
て
い
る
業
務
に
つ
い
て 

今
後
の
意
気
込
み
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い 

小川 史佳さん 
 
●おがわ ふみか 
事業所名：社会福祉法人 嘉麻市社会福祉協議会 
所  属：地域福祉係 福祉活動専門員 
経験年数：１３年目 

●嘉麻市の概要 
 福岡県中央部に位置し、多様な生態系を保護する山林や河川流域に広がる生産緑

地など水と緑が豊かな地域。 
人口：40,218 人、高齢化率：35.1％（平成 28 年 4 月 1 日現在） 

 

仕
事
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
？ かま自立相談支援センター 

サービス水準の向上を目指して、第三者評価の活用を！ 

平成２９年２月から平成２９年５月の間に結果を公表した社会福祉施設・事業所は次のとおりです。 

◇社会的養護関係施設第三者評価 ９件 
【児童養護施設】甘木山学園（大牟田市）、門司ヶ関学園（北九州市門司区）、嘉麻学園（嘉麻市）、

報恩母の家（岡垣町）、若松児童ホーム（北九州市若松区） 

【母子生活支援施設】かほの森（嘉麻市）、アゼリア・宮田（宮若市）、八幡母子寮（北九州市）、

百道寮（福岡市） 

◇福祉サービス第三者評価 １３件 
【保育所】わかば保育園（福岡市博多区）、福岡市立那珂保育所（福岡市博多区）、アスク東比恵保育園（福

岡市博多区）、本郷保育園（大刀洗町）、入部保育園（福岡市早良区）、田主丸保育所（久留米市）、大堰

保育園（大刀洗町）、鯰田保育園（飯塚市）、中村学園大学付属おひさま保育園（福岡市西区）  

【障害児・者施設】サンハウス（福岡市西区）  

【特別養護老人ホーム】サンガーデン（福岡市西区）、とばた（北九州市門司区） 

【養護老人ホーム】篠原の里（糸島市） 

高齢者・障害者・児童など各福祉サービス（社会的養護関係施設を除く）の第三者評価受審は、義務ではな

く自発的に取り組むことに意義があります。利用者の皆様に安心して質の高い福祉サービスを利用いただくため

に、積極的な受審をお願いいたします。 

評価結果は、下記のＨＰで確認できます。 

・全国社会福祉協議会（全国推進組織）ＨＰ   http://www.shakyo-hyouka.net/ 

・福岡県福祉サービス第三者評価推進機構ＨＰ http://www.fuku-shakyo.jp/hyoka/top.html 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
  
 
 
  
 

㈱ツルハホールディングス様・クラシエホールディングス㈱様から 

高齢者・障害者施設へ車いす寄贈 

株式会社ツルハホールディングス様・クラシエホールディングス株

式会社様から、県内の高齢者・障害者施設など５施設に車いす５台を

寄贈いただきました。去る４月２１日（金）に本会で寄贈式が行われ、

ツルハグループドラッグ＆ファーマシー西日本広島第４店舗兼山口・

九州店舗運営部 部長 白川寿久氏（写真右）から、寄贈先施設を代表

して特別養護老人ホームふるさとホーム施設長 金納理一氏（写真左）

へ贈呈されました。株式会社ツルハホールディングス様ならびにクラ

シエホールディンス株式会社様、ありがとうございました。 

 ふくふくＩｎｆｏ 

福岡県社会福祉協議会のホームページ URL が変わりました 

（旧）http://www.fsw.or.jp/    （新）http://www.fuku-shakyo.jp/ 

 旧 URL にアクセスすると自動的に新しいページに移行しますので、お早めにブックマーク等の変更をお

願いします。 

●受審の申込先 
・福岡県社会福祉士会           ☎ 092-483-2944
・医療・福祉ネットワークせいわ ☎ 0952-41-6522
・北九州シーダブル協会      ☎ 093-582-0294
・福岡県介護福祉士会          ☎ 092-474-7015

●問い合わせ先 

福岡県福祉サービス第三者評価推進機構事務局
・福岡県社会福祉協議会 
施設福祉部 評価推進課 ☎ 092-584-3610 
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ボランティア行事用保険（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険）

地域福祉活動やボランティア活動の一環として行われる各種行事におけるケガや賠償責任を補償！

送迎サービス補償（傷害保険）

送迎・移送サービス中の自動車事故など
によるケガを補償！
●送迎・移送サービス利用者を特定したＡプラン
●送迎・移送サービスのための自動車を特定したＢプラン

●行事参加者（主催者〔個人〕を含みます。）全員のケガを補償（往復途上も含みます。）　●行事主催者の損害賠償責任も補償

福祉サービス総合補償
（傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

ヘルパー・ケアマネジャーなどの活動中の
ケガや賠償責任を補償！
●在宅福祉サービス
（公的介護保険対象外
サービスを含みます。）

●地域福祉サービス

●障害福祉サービス
●児童福祉サービス
●障害者地域生活支援事業　
●介護保険サービス　　　　 など

対象となるボランティア活動対象となるボランティア活動

保険金をお支払いする主な場合保険金をお支払いする主な場合

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）
◆グループの会則に則り企画、立案された活動であること
　（グループが社会福祉協議会に登録されていることが必要です。）

◆社会福祉協議会に届け出た活動であること
◆社会福祉協議会に委嘱された活動であること
※活動のための学習会または会議などを含みます。
※自宅などとボランティア活動を行う場所との通常の経路による
　往復途上を含みます。（自宅以外から出発する場合は、その場所
　と活動場所への往復途上となります。）

● 清掃ボランティア活動中、転んでケガをして通院
　した。（ケガの補償）
● 活動に向かう途中、交通事故にあって亡くなられ
　た。（ケガの補償）
● 活動中、食べた弁当でボランティア自身が食中毒に
　なって入院した。（ケガの補償）
● 家事援助ボランティア活動で清掃中、誤って
　花びんを落としてこわした。（賠償責任の補償）
●自転車でボランティア活動に向かう途中、誤って
　他人にケガをさせた。（賠償責任の補償）

ケガの
補償

賠償責任
の補償

年間保険料

死亡保険金

Ａプラン Ｂプラン

1,320万円 1,800万円

1,320万円
（限度額）

1,800万円
（限度額）

6,500円

350円 510円

500円 710円

10,000円

65,000円 100,000円

32,500円 50,000円

4,000円 6,000円

5億円
（限度額）

300万円
（限度額）

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

特定感染症の補償 上記後遺障害、入院、通院の
各補償金額（保険金額）に同じ

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

葬祭費用保険金
（特定感染症）

基本タイプ

天災タイプ（※）
（基本タイプ＋地震・噴火・津波）   

入院中の手術

外来の手術
手術
保険金

（※）天災タイプでは、天災（地震、噴火または津波）に起因する被保険者
　　自身のケガを補償します（天災危険担保特約条項）が、賠償責任の
　　補償については、天災に起因する場合は対象になりません。

●この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

http://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検索

平成29年度

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
営業時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
〈引受幹事

保険会社〉損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、パンフレット・詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●
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